
子どもたちの笑顔を次の10 年先も――。
朝倉市制施行 20 周年特別企画
「こんげつの“にじゅっさい”おめでとう！」スタート！（2 ページ）
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こどもの居場所づくりとこども食堂
　「こども食堂」とは、NPO や地域のボランティア団体などが、こどもた

ちに無料または少額で食事や温かな団らんを提供する場所です。こどもに

限らず地域住民も対象としているこども食堂や、こどもたちへの学習支援

やさまざまな体験活動に取り組むこども食堂もあります。

　福岡県内には、443カ所のこども食堂があります（令和６年９月時点）。

福岡県が調査を始めた平成 30 年から約５倍に増加し、現在は、家庭や

学校以外の新たなこどもの居場所として注目されています。朝倉市内

では、現在8カ所で開催され、地域の皆さんに支えられ運営しています。

広がる支援の輪～きずな朝倉フードバンク～
　「フードバンク」とは、食品会社などで製造中に発生した

印字ミスや規格外品、輸送中の破損などで販売できない食品

を、こども食堂や福祉施設などを通じて必要とする人へ無償

で譲渡する活動です。

　朝倉地域では、令和 6 年３月に「きずな朝倉フードバンク」

が設立されました。同団体は、イオン甘木店などが実施する

フードドライブ活動で集められた食品を受け入れ、こども食堂

などに配布。身近にフードバンクが誕生したことで、地域の支

援の輪は確実に広がっています。市では今後も活動を支援し、

地域と一緒にこどもの居場所づくりを推進していきます。

 きずな朝倉フードバンク（ akiizunaj@outlook.jp）

食堂名 実施日 場所 問い合わせ先

がやがや食堂 第 3 土曜日 フレアス甘木（甘木 764-21） 090-4993-0675

みんなの食堂 第 4 日曜日 みんなのりあんど（甘木 2431-4） 23-8130

友だち広場 第 3 土曜日 ほっとサロンつどいの広場（堤 1413） 24-0055

おばちゃんち 第 3 土曜日他 小田 1439-1

子ども地域のびのび食堂 第 3 日曜日 金川コミュニティセンター（屋永 3266） 22-2242

こどもキッチン 第 4 日曜日 男女共同参画センター（杷木池田483-1）他 090-5477-0322

みんカフェひまわり～来んね～ 第2・第4日曜日 杷木池田 753 090-5288-6381

えがお食堂 第 3 木曜日 家食屋満吉（杷木寒水 188-3） 62-3218

親子一緒に毎回、

楽しみにしています

他の保護者と子育ての

悩みを話してリフレッシュ！

あたたかい環境で、子

どもたちがのびのびと

活動できています

＼利用者の声／

市内のこども食堂
＼気軽にきてね♪／

こども食堂を利用してみませんか？こども食堂を利用してみませんか？

▲フードバンク

フードバンク・フードドライブ

活動の詳細は福岡県 HP へ▶▶▶
▲フードドライブ

 市子ども未来課（ 28-7568）

Instagram
の DM へ▶　
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あさくらっこが、朝倉市の“20 歳”をお祝い！

こんげつの“にじゅっさい”おめでとう！

市制施行20周年の特別企画！ 
市内の保育所・幼稚園を毎月
紹介します！

＼はきほいくしょ／＼はきほいくしょ／

全園児あわせて11人。

人数は少ないけど、み

んな仲良しで元気いっ

ぱいです！

笑顔いっぱいの子ど

もたち。広い園庭で

伸び伸びと元気いっ

ぱい遊んでいます！

＼しわほいくしょ／＼しわほいくしょ／

広報あさくら 2025.5（令和 7 年）

▲詳しくは
福岡県HP へ
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437億7000万円

一般会計歳入

市税
75 億 4130 万 1 千円
（17.2％）

分担金・負担金
使用料・手数料
5 億 5933 万 4 千円
（1.3％）

諸収入・
自主財源その他
86 億 1127 万 6 千円
（19.7％）

地方交付税
81 億円（18.5％）

国庫支出金
44 億 662 万 8 千円
（10.1％）

市債
50 億 1130 万円（11.4％）

依存財源その他
20 億 6400 万円（4.7％）

県支出金
74 億 7616 万 1 千円
（17.1％）

歳入

437 億

7000 万円

自主財源（38.2％）

依存財源（61.8％）

（見込）（見込）
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地方債現在高のうち交付税措置割合

375億
7134万円

314億314億
27222722万円万円

307 億307 億
93379337万円万円 287 億287 億

45244524万円万円

300 億300 億
92879287万円万円

77.0％77.0％84.0％84.0％ 86.4％86.4％ 90.7％90.7％ 89.0％89.0％

会計名
予算等金額

（千円）

前年比

（%）

住宅新築資金等

貸付特別会計
9,136 +59.3

国民健康

保険

特別会計

事業勘定 6,761,430 -3.7

直営診療

施設勘定
652,745 +48.4

後期高齢者医療

特別会計
1,209,666 +5.1

介護保険特別会計 6,088,311 +0.7

【市税】市民税や固定資産税、軽自動車税など
【地方交付税】国税として徴収した所得税・法人税・酒税などの一定割合が、市の財政状況に応じて配分される
【国庫支出金・県支出金】国の委託や市の事業に対して、国や県から交付される補助金・負担金・委託金など
【市債】公共事業の資金調達のための国や金融機関などからの借入金
【扶助費】社会保障制度の一環として、高齢者、児童、心身障がい者などに支援するための経費
【人件費】議員報酬、職員給与など　　　【公債費】借り入れた市債の元利償還金
【災害復旧費】災害で被災した施設などを復旧するための経費
【民生費】安定した社会生活を保障するための経費。児童・老人福祉・生活保護・その他社会福祉費など

用

語

説

明

歳
入

特別会計

 市総務財政課（ 28-7598）

一般会計歳出【性質別グラフ】

歳出

437 億

7000 万円

扶助費
64 億 3698 万 8 千円
（14.7％）

人件費
56 億 6110 万
6 千円（12.9％）

公債費
32 億 2062 万
7 千円（7.4％）

普通建設事業費
67 億 8098 万円（15.5％）

災害復旧費
53 億 4179 万 7 千円
（12.2％）

物件費
65 億 9504 万
4 千円（15.1％）

繰出金
28 億 2970 万 6 千円
（6.5％）

補助費
43 億 9888 万
2 千円（10.1％）

その他
25 億 487 万円（5.7％）

義務的経費（35.0％） 投資的経費（27.7％）

その他の経費（37.3％）

一 般 会 計

予算予算
令和 7 年度令和 7 年度

一般会計歳出【目的別グラフ】

歳出

437 億

7000 万円

民生費
106 億 1443 万

1 千円（24.3％）

災害復旧費
53 億 4179 万 7 千円

（12.2％）

土木費　
29 億 6458 万 6 千円

（6.8％）

公債費　
32 億 1750 万円

（7.4％）

その他
6 億 3733 万 1 千円

（1.5％）

消防費　消防費　
10 億 2556 万 9 千円10 億 2556 万 9 千円

（2.1％）（2.1％）

衛生費　
32 億 2538 万 4 千円

（7.4％）

教育費　
29 億 1128 万円

（6.7％）

農林水産業費　
25 億 6182 万 1 千円

（5.9％）

総務費
112 億 7030 万

1 千円（25.7％）
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令令

歳
出

　　　自主財源・市税は増加

　市が自ら確保できる財源「自主財源」は、167 億 1191万 1 千

円（前年度比 15 億 3480 万 9 千円、10.1％増）で歳入全体の

38.2％です。市税は定額減税の影響を受けなくなることなどか

ら、前年度比 2 億 9179 万 1千円、4.0％の増となっています。

　依存財源は減少

　地方交付税は、81 億円（前年度比 3 億円、3.8％増）となり、

地方交付税の不足を補てんする臨時財政対策債は、制度創設以

来始めて 0（前年度比 5400 万円、皆減）となりました。臨時

財政対策債を除く市債は、50 億 1130 万円（前年度比 14 億

8400 万円、22.9％減）です。

　また、国県支出金は、児童手当給付事業の制度拡充などにより

118億8278万9千円（前年度比2778万3千円、0.2％増）です。

　市債残高は増加

　令和 7 年度末の市債残高見込は約 376 億円、返済額より借入

額が大きいため、市債残高は増加しています。後年度に地方交付

税により措置されるものが多いため、実際の市の負担はその措置

を除いた金額となります。

Pick up

市税収入の推移

市債残高の推移

　　　義務的経費は増加　

　義務的経費とは、市の運営に必要不可欠な費用のことで、家計

では食費や医療費などの生活費にあたるものです。議員報酬や職

員の給料などの「人件費」、社会保障経費の「扶助費」、市の借金

の返済金である「公債費」の３つの義務的経費は 153 億 1872 万

1 千円（前年度比 10 億 5966 万 3 千円、7.4％増）となり、一般

会計歳出の 35.0％を占めています。

「人件費」は職員等の給与見直し等のため増加しています。また、

「扶助費」は児童手当給付事業の制度拡充のため、「公債費」は

災害復旧にかかる償還のため、それぞれ増加しています。

Pick up

次ページで

令和 7 年度の主な事業を紹介

▼ ▼ ▼

個人市民税 法人市民税 固定資産税

軽自動車税 たばこ税・入湯税
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実際の市の負担

「市民と創る朝倉」のさらなる深まりを感じ、新たな魅力と活力ある地域へ

（見込）（見込）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

朝倉市の令和 7 年度予算朝倉市の令和 7 年度予算
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令和 7 年度 令和 7 年度 主な事業主な事業
　第 3 次朝倉市総合計画「6 つの基本目標」の実現に向けたさまざまな事業を紹介。

今年度は、市制施行 20 周年記念事業や戦後 80 年平和推進事業のほか、引き続

き復旧・復興事業にも取り組みます。

 市総務財政課（ 28-7598）

１．災害に強く、快適に暮らせる安全・安心なまちづくり

 新 地域公共交通 DX 化検討事業 4,600 千円
コミュニティバスの利便性向上に向けて、システム導入の検

討や見直しを行います。

2．子どもから高齢者まで、健やかに笑顔があふれるまちづくり

 拡  こどもの居場所づくり事業 2,130 千円
こどもの居場所を確保するため、居場所づくり（こども食堂）

を実施している団体を支援し、連携することで、こどもの育

ちを支援します。

 朝倉診療所施設整備事業 341,300 千円
老朽化している朝倉診療所を建て替え、地域医療の拠点と

して整備します。

3．次世代につなぐ環境にやさしいまちづくり

  ゼロカーボン推進補助事業 15,500 千円
電気自動車や再生可能エネルギー設備等の導入費用を補助

することにより、市民の負担軽減と脱炭素社会の推進を目

指します。

4．活力ある産業と魅力的な観光資源があるまちづくり

新  
水の回廊サイクリングマップ

作製・活用事業 2,900 千円

水にまつわるスポット（水の回廊）をめぐるサイクリングマッ

プを作製します。加えて、Instagram を使ったキャンペー

ンを行い、市の魅力を発信します。

新  高校生就職応援事業 4,900 千円
高校 2 年生を対象とした合同会社説明会や市内企業見学

を実施し、地元企業への就職を支援します。

5．生きる力を育み、生涯成長できるまちづくり

 新  ＡＩドリル導入事業（算数・数学） 2,107 千円
Ａ I を活用した学習支援ツールを導入し、小中学校の児童生

徒それぞれの学力に応じた学習ができる環境を整備します。

新  全国藩校サミット朝倉大会事業 5,000 千円
全国の将軍家や旧藩主の末裔が集う第 22 回全国藩校サミット

朝倉大会が、令和7 年 11月1日（土）・2日（日）に開催予定です。

  拡  e-Sports 地域交流事業 5,700 千円
コミュニティ対抗 e スポーツ交流大会を開催し、世代間交流・

地域間交流を促進します。

6．誰もが尊重され支えあい、市民とともに創る持続可能なまちづくり

 新  地域情報化推進事業 12,822 千円
市公式 LINE 機能の拡張や LINE を活用したデジタル回覧

板、スマートフォンなどで防災行政無線（音声・文章）を受信

できるアプリを導入し、行政・防災情報を取得しやすい環境

を整備します。

  拡  
あさ暮らし住宅補助事業

（中古住宅追加） 22,000 千円

市内 3 世代世帯、転入者などの住宅リフォームや転入者の

新築・中古物件購入費用などを補助します。

朝倉市制施行２０周年記念事業

 新  
朝倉市制施行 20 周年

記念式典開催事業 3,000 千円

記念式典を令和 8 年 1 月 31 日（土）に開催予定です。

 新
ナマオケバトル

in あさくら開催事業 1,300 千円

プロミュージシャンの生演奏によるコミュニティや企業対抗

の歌合戦を、令和 8 年 2 月 15 日（日）に開催予定です。

20 周年を契機に、郷土愛を醸成し、地域間の交流がで

きる事業を実施します。　

平和推進事業

戦後 80 年にあたり、戦争の

記憶と平和の尊さを語り継ぐ

講演会を開催します。

 新
平和をつなぐ講演会開催事業

1,500 千円

復旧・復興事業

平成 29 年７月九州北部豪雨

による土砂災害の経験と教訓

を後世に継承するため伝承広

場を整備します。

 
災害伝承広場整備事業

20,000 千円

…新規事業新 …拡充事業拡

…地方創生事業
朝倉市ならではの豊かさや地域資源

を活用した取り組みで、人口減少に歯

止めをかけ、誰もが住みたい・住み続

けたい朝倉市を創るための予算。

朝倉市の令和 7 年度予算朝倉市の令和 7 年度予算

 新  
被災者生活再建支援システム

導入事業 3,322 千円

災害発生時、迅速に罹災証明を発行し、被災者の早急な支

援ができるようシステムを整備します。
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【避難基準】

【警戒レベル】避難情報等 とるべき避難行動 気象情報など

【❺】緊急安全確保 命の危険直ちに安全確保！ 大雨特別警報・
氾濫発生情報

【❹】避難指示 危険な場所から全員避難 土砂災害警戒情報

【❸】高齢者等避難 危険な場所から高齢者等は避難 大雨・洪水警報

【❷】大雨・洪水注意報 避難に備え自らの避難行動を確認 大雨・洪水注意報

【❶】早期注意情報 災害への心構えを高める 早期注意情報

【警戒レベル】避難情報 判断の参考となる情報

【❺】緊急安全確保 緊急放流（異常洪水時防災操作）開始

【❹】避難指示
緊急放流（異常洪水時防災操作）

3 時間前・1 時間前

【❸】高齢者等避難
緊急放流（異常洪水時防災操作）

予測情報（予測された時点）

【ダムに関する避難基準（佐田川・小石原川流域住民を想定）】

※「緊急放流（異常洪水時防災操作）」とは、大雨などによりダムの計画規模を超える流入量が予想され、これ

以上ダムに水を貯められなくなる場合に、流入した水量をそのまま下流に通過させる操作のことです。

▲緊急効果音 ▲サイレン音

　　緊急放流の3時間前・30 分前

に緊急効果音とサイレンが鳴りま

す。右記からデモを試聴できます。

　災害時には状況に応じた避難行動が必要です。避難所への避難や安全な親戚・知人宅に避難（縁故避

難）する「水平避難」。急な大雨や夜間で見通しが悪い場合は、自宅や近所の 2 階以上の建物に、また、

土砂災害が発生するような崖から離れた部屋に避難する「垂直避難」により、少しでも安全な場所に避

難することが大切です。

　自宅周辺が安全な場合は、水や食料など生活に必要なものを準備し、自宅で身の安全を確保する「在
宅避難」をしましょう。

　災害時に、落ち着いて早めの避難ができるよう、自分や家族に合った避難方法をあらかじめ考えておきましょう。

　避難所は、ピーポート甘木、朝倉地域生涯学習センター、らくゆう館の 3 施設を基本とし、

予測される災害や避難者数、発令する避難情報などを考慮して、開設します。

　また、開設した避難所への避難者数や今後の気象状況の予測に基づき、追加開設します。

Check1
避
難
基
準
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う

災害時には状況に応じた避難行動を

▲市指定

避難所一覧

避難所の開設

●②

●③ ●④

命命
をを

守守
るる

防
災
防
災

●①

　　　　 平成29年九州北部豪雨（松末地区） 　　令和5年7月豪雨災害（高木地区）　　　　　令和6年能登半島地震（石川県穴水町提供）●① ●② ●③●④ 
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　災害時には、今自分の身の周りでどういう危険が迫り、どうしなければならないかをいち早く知る必要

があります。そのために、インターネットや市公式 SNS、防災アプリ・メール（緊急速報メールなど）、
市防災行政無線、地域放送、テレビ（リモコン d ボタン）、ラジオなど、ひとつでも多くの手段を準

備しておきましょう。

■受信できる情報
①地震、台風、大雨などの気象情

報

②避難情報

③地域の安全に関する情報など

■登録方法
① mamoru@bousaimobile.pref.fukuoka.

lg.jp に空メールを送信する。

②返信メールが届くので、その内容に

従って登録を行う。 ▲簡単登録

【警戒レベル】避難情報 放送イメージ

【❺】緊急安全確保 「サイレン 20 秒」× 3 回→「音声放送」

【❹】避難指示 「サイレン 20 秒」× 2 回→「音声放送」

【❸】高齢者等避難 「音声放送（前後にチャイム音）」

防災行政無線テレフォンサービス
　「放送が聞き取れなかった」「もう一度内

容を確認したい」そんな時に便利です。

※通話料がかかります。
050-5536-2944

▲詳しい内容
や登録方法は
福岡県 HP へ

　LINE では下記の内容をプッシュ通知でお知らせ

します。非常時に備えて、ぜひ友だち登録してください。

・避難情報

・避難所の開設・追加開設・閉鎖情報　など

　防災行政無線の放送を屋内で聞くことができ

る「戸別受信機」を希望者にお貸しします。

■対象…市内に住所を有する世帯主・事業者

■分担金…1 台につき 5000 円

※免除対象あり

▲詳しくは市 HP へ

From: info@bousaimobile...

福岡県で防災気象情報

が発表されました。

朝倉市：

　大雨警報（発表）

詳細は

http://www.bousaimobile.pref.

fukuoka.lg.jp/rireki/saigai/ ○ - ○

○○○○ .html

をご覧下さい。

　自主防災マップ（ハザードマップ）は、

水害、土砂災害など地域で出された意

見を地区（地域）ごとにまとめた地図です。

　自宅や通学・通勤路などの周りに危険な場所が

ないか確認しておきましょう。自主防災マップは、

市防災交通課（本庁別館）にあります。

　また、スマホなどで確認できる Web 版ハザー
ドマップでも、危険箇所や避難所に関する情報

を公開。各避難所開設中は開設時間や混雑状況

などが確認できます。

▲自主防災マップ ▲ Web 版
ハザードマップ

　地震による家具類の転倒や落

下物はけがや命を落とす原因と

なるほか、避難の妨げになるこ

ともあります。

　自宅内の安全対策を確認しておきましょう。

□ 家具を固定し転倒を防止

□ 家具の上に物を置かない

□ 出入口や通路に物を置かない

□ 窓ガラスに飛散防止フィルムを貼る

□ 非常持出品を分かりやすい場所に置く

　災害はいつ、どこで発生するかわかりません。いざという時に慌てずに自分や大切な人を守るため、事前

の備えが重要です。災害発生直後は、支援物資が届くまでに時間がかかる可能性があります。少なくとも

3 日分、できれば 7 日分の非常持出品を準備しましょう。

非常持出品の例
□水（1 人 1 日 3 リットル目安）　□食料（レトルト食品、カップ麺、乾パン　など）

□衛生用品（トイレ袋・凝固剤・トイレットペーパー・ティッシュ・洗面用具・生理用品・マスク　など）

□日用品・防災用品（ヘルメット・防災頭巾・軍手・衣類・タオル・携帯ラジオ・懐中電灯・ライター・ろうそく・

カセットコンロ・カセットボンベ・電池・モバイルバッテリー　など）

□救急用品（包帯・ガーゼ・ばんそうこう・常備薬　など）　□貴重品（通帳・証明書類・現金　など）

　旧耐震基準で建築された家屋（昭和 56 年

5 月 31 日以前に着工）は、地震の揺れに耐え

られず倒壊してしまう可能性があります。住宅

の耐震診断を行い、耐震性能が低い場合は、揺れに備え補強な

どをしておくことも大切です。

　市では、震災に強いまちづくりを目的として、住宅耐震改修工事

のほか、耐震シェルター・防災ベッドの設置に補助金を交付して

います。

  市都市整備課市都市整備課（ 22-1115）

▲詳しくは市HP へ

▲友だち登録は

こちらから

Check3 Check2
い
ざ
と
い
う
と
き
の
情
報
は
ど
う
得
る
？

日
頃
の
備
え
で
き
て
い
ま
す
か
？

　豪雨時は下水が逆流し、トイレや浴室、洗濯機の排

水口などから水が噴き出ることがあります。「ゴポゴポ」

と異常な音が聞こえてきたら、危険です。簡単な対

策として、水のうの設置が有効です。

【水のうの作り方】

①大きめ（45L 程度）のビニール袋を

二重に重ね、半分程度（20L 程度）の水を入れる

②中の空気を抜きながら、口をしっかりと縛る

  市上下水道課市上下水道課

（ 22-1122）

　現在地や登録した市町村の気象警報や避難情

報をわかりやすくお知らせ。

　非常時にはどのような行動をすれば良いかをイ

ラストで表示。避難行動の参考にもなります。

最低 3日分以上の備蓄を

自主防災マップを確認 水のうで汚水の逆流対策

【設置イメージ】

トイレに設置する場合

は、便器内の水があふ

れることがありますの

で、ゆっくりと設置し

てください。

自宅内の安全対策 住宅の耐震対策

ひとつでも多くの情報収集手段を確保

市公式 LINE

防災メールまもるくん 防災アプリまもるくん

防災行政無線の戸別受信機
　避難情報をチャイム音や

サイレンでお知らせします

（放送イメージ参照）。

防災行政無線
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朝倉市朝倉市のの区会長区会長をを紹介紹介しますします 　市と市民をつなぐ地区の代表として、市の依頼事項の伝達や広報紙の配達など地区のお世話をしていただく、新し

い区会長を紹介します。1 年間よろしくお願いします。（敬称略）

 市総務財政課文書法制係（ 28-7597）

福田地区

鳩 胸 金 子　 義 郎

小 田 本 村 飯 田　 年 男

春 木 村　 一 俊

小 田 正 信 高 木 　 剛

小 隈 西 村　 順 一

平 塚 永 露 　 昇

中 寒 水 山 見 　 博    

倉 吉 安 武　 秀 敏

白 鳥 國 松　 靖 弘

蜷城地区

林 田　 鎌 崎 空 閑　 浩 行

金 丸 安 武 　 洋

徳 渕 三 笠　 勇 次

八 重 津 髙 山　 修 吉

下 長 田 深 見　 泰 孝

町 星 野　 友 道

藤 島 大 薮　 啓 孝  

中 小 路 斉 藤　 裕 之

上 畑 　 楓 豊 原　 浩 已

中 上 村　 信 隆

片 延 西 　 憲 明

鵜 木 長 谷　 哲 生

四 郎 丸 大 楠　 泰 大

古 江 東 園　 政 吉

坂 井 椿 　 浩 則

・

・

三奈木地区

上 三 奈 木 佐 藤　 𠀋 一  

川 原 林 　 喜 照

下 三 奈 木 荒 川　 昌 宏

角 枝 団 地 　 野　 信 夫

下 万 願 寺 青 桺　 清 次

長 畑 因 　 光 賢

十 文 字　 櫨 畑 三 田　 一 樹

上 櫨 畑 木 林　 和 男

久保鳥・六本松 石 橋　 邦 博

城 筿 原　 新 二    

荷 原 保 坂 　 徹

矢 野 竹 別 府　 冨 士 夫  

屋 形 原 深 町 　 勉

板 屋 豊 嶋　 光 明

・

秋月地区

上 野 鳥 指 田 　 充 

下 野 鳥 井 上　 裕 司

浦 泉 内 田　 範 子

今 小 路 尾 畑　 雅 生

魚 町 平 田　 健 一    

秋 月 中 町 石 田　 石 夫

新 富 井 上　 英 樹

石 原 辻 口　 正 隆

馬田地区

牛 木 矢 野　 順 一

千 代 丸 井 上　 惠 介

東 田 大 場　 末 男

馬 田 大 場　 和 徳

上 浦 藤 井　 新 一

下 浦 井 上 　 惠

草 水 床 嶋　 俊 之

中 原 西 見　 光 世

上秋月地区

田 代 手 嶋 　 實

山 見　 仲 仁 鳥 川 上　 弘 和

仁 鳥　 日 向 石 田 口　 博 登

長谷・川端・首渕 谷 口 　 一    

出町・浦泉・野添 太 田　 浩 二

中村・光月・片峯 内 田　 唯 己

小 原　 弓 削 手 島　 壽 美 男

松 丸　 原 田 村 田　 強 之 進

下 戸 河 内 山 﨑　 夏 雄    

・

・

・

・

安川地区

長 谷 山 森 　 博 敏

女 男 石 櫻 場 　 隆

千 手 森 田　 俊 介

甘 水 堀 尾　 俊 浩

楢 原 髙 﨑　 新 也

隈 江 芳 野　 秀 敏

下 渕 武 井　 壽 隆

持 丸 佐 野　 秀 雄

宮野地区

山 後 宮 本　 明 信

上 須 川 星 野　 勝 弘

尾 西 岩 下　 德 男    

来 光 寺 仲 山　 茂 木

長 安 寺 矢 野　 行 宣

下 須 川 仲 山　 和 生

八 坂 浦 塚　 泰 憲

立 野 井 上 　 貴

中 宮 野 吉 松　 正 臣

落 合 高 山 　 隆

下 町 上 野　 榮 作

上 比 1 平 石　 前 勝

上 比 2 石 井　 信 之

下 比 鬼 塚　 敬 介

新 道 長 野　 臣 巳

烏 集 院 石 井　 隆 壽

高木地区

宮 園 師 岡　 知 弘

馬 場 鳥 巢　 只 次  

北 小 路 杷 野　 清 市

疣 目 口 林 　 一 雄

佐 田 田 代 大 山　 源 次  

木 和 田 北 川　 精 一

安 谷 手 嶋　 源 五

地 下 手 島　 精 三

藪 手 島　 享 二

仏 谷 月 俣　 博 文

西 原 鬼 塚　 博 志

金川地区

上 屋 永 今 福  善 輝

西 屋 永 村 上　 博 文

下 屋 永 森 川　 幸 男

桑 原 中 嶋　 英 喜

田 島 水 城　 正 則

中 島 田 坂 田　 喜 昭

牛 鶴 桑 野　 憲 二

美奈宜の杜地区

美 奈 宜 の 杜 1 梅 本　 勝 博  

美 奈 宜 の 杜 2 熊 部　 実 孝

美 奈 宜 の 杜 3 溝 口　 順 子

朝倉地区

恵 蘇 宿 田 中　 淳 志

山 田 関 屋　 純 男

菱 野 藤 井　 謙 二

三 島 田 中　 隆 二

久 重 桑 原　 春 雄

下 古 毛 １ 國 武　 孝 士   

下 古 毛 ２ 池 田　 和 博  

下 古 毛 ３ 和 地　 幸 成

大福地区

西 入 地 森 　 俊 一

東 入 地 永 野　 敏 行

入 地 中 町 菅 𠩤 　 卓

東 中 町 山 﨑　 忠 藏

多 々 連 江 藤　 幸 治

田 中 井 上　 廣 幸

上 寺 後 藤　 秀 則

東 長 渕 森 部　 和 敏

西 長 渕 末 益　 忠 行

上 の 原 菊 竹　 敏 幸

乙 王 丸 浦 　 寛 治

善 光 寺 矢 野　 武 治

十 文 字 佐 々 野　 浩 文

三 寺 田 中　 晋 作

中 央 日 野 　 博

小 塚 武 井　 輝 雄

大 角 鶴 田　 健 児

余 名 持 德 永 　 実

立 出 大 熊　 康 利

石 成 杉 岡　 謙 一

松末地区

池 ノ 迫 林 　 睦 徳

星 丸 正 信 熊 谷　 克 壽

獺 ノ 口 熊 谷　 誠 一

立 安 松　 和 義

真 竹 井 手　 博 文

松 末 本 村 井 上 　 宙

石 詰 小 嶋　 喜 治

赤 谷 山 口　 富 雄

志波地区

志 波 上 町 日 野　 英 司

志 波 中 町 日 野　 高 厳

下 町 小 野　 孝 志

宮 舟 赤 星　 敏 則  

高 山 永 野　 則 昭

志 波 原 鶴 林 　 隆 雄

塚 原 秋 山　 雅 雄

尾 迫 日 野　 道 夫

梅 ヶ 谷 田 中　 一 郎  

道 目 木 梶 原　 壽 則

平 榎 日 野　 真 紀 夫

松 葉 小 江　 信 夫

政 所 畑 　 浩 敏

笹 尾 足 立　 秀 夫

杉 馬 場 小 田　 広 明

杷木地区

穂 坂 飯 田　 博 利  

林 田 赤 星　 武 博

東 林 田 時 川　 寛 史

西 林 田 日 吉　 康 晴

新 浜 松 木　 和 哉  

白 木 熊 谷　 正 博

上 池 田 井 上　 由 郎

下 池 田 井 上 　 憲

杷 木 上 町 池 田　 光 政

東 町 碓 井　 義 登

中 央 通 田 中　 良 明

西 町 半 田　 忠 睦

大 山 鬼 塚　 文 男

杷 木 団 地 永 田　 茂 光

久喜宮地区

古 町 都 合　 慎 一

久 喜 宮 上 町 井 上　 光 四 郎

久 喜 宮 中 町 佐 藤　 正 樹

新 町 山 田　 昭 紀

久 喜 宮 原 鶴 池 田 　 功

若 市 石 井　 義 二

上 げ 梅 野　 孝 美

杷 木 古 賀 武 田　 忠 幸

寒 水 末 竹　 敏 春

浜 川 熊 谷　 政 男

立石地区

相 窪 松 岡　 吉 寛    

柿 原 清 武　 春 夫

堤 渡 邉　 義 明

来 春 石 松　 久 幸    

一 木 德 永　 良 一  

頓 田 金 堀　 文 雄  

古 賀 鬼 塚　 博 敏

柿 添 嶋 田　 和 文

一 木 団 地 吉 澤　 惠 子

甘木地区

水 町 北 嶋　 正 秀

旭 町 上 野　 春 樹

菩 提 寺 川 上　 喜 代 太

琴 平 町 梅 田 　 功

七 日 町 上 野 　 隆

八 日 町 白 水　 久 喜

八 幡 町 金 津　 栄 自  

馬 場 町 江 藤　 八 州 德

三 福 町 石 井　 俊 司

本 町 德 田　 健 一

四 重 町 篠 𠩤　 俊 次  

四 日 町 山 本　 一 彦

上 新 町 久 保　 雅 裕

下 新 町 村 田　 正 英

恵 比 須 町 山 本　 克 已

県営恵比須団地 長 峰　 克 郎

山 領 町 佐 野　 雄 次

高 原 町 　 本　 剛 敏

庄 屋 町 矢 野　 清 博

上 二 日 町 中 西　 綱 臣    

下 二 日 町  渡　 利 秀

川 端 町 早 川　 龍 太

川 原 町 藤 野　 淳 志

天 神 町 玉 城　 正 德  

横 内 町 三 星　 健 治

泉 町 矢 野　 秀 樹

新 河 町 宮 﨑　 保 幸

神 田 町 田 中　 耕 一

双 葉 町 因 　 一 成

大 内 町 荒 瀬　 新 一

後 藤 町 川 原　 尚 子
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